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評価事業 

 

大学機関別認証評価・選択評価について 

 

○平成 26 年度実施大学機関別認証評価の評価結果について 

当機構では、平成 26 年度に実施した大学機関別認証評価の評価結果を評価報告書として取りまとめ、

当該対象大学及びその設置者へ通知するとともに、文部科学大臣に報告しました。 

今回、認証評価を実施したすべての大学が、大学設置基準をはじめ関係法令に適合し、当機構の定め

る大学評価基準を満たしているとの評価結果となりました。 

なお、対象大学ごとの評価結果については、全体を通じての概要等を加え「平成 26 年度大学機関別

認証評価実施結果報告」として当機構のウェブサイト    

http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/daigaku/hyouka/h_26/index.html 

に掲載するなど、広く社会に公表しています。  

 

＜対象大学＞ 

【国立大学】 

  ・旭川医科大学     ・東北大学       ・福島大学 

  ・千葉大学       ・東京工業大学     ・東京海洋大学 

  ・一橋大学       ・横浜国立大学     ・新潟大学 

  ・上越教育大学     ・金沢大学       ・山梨大学 

  ・浜松医科大学     ・名古屋大学      ・愛知教育大学 

  ・三重大学       ・京都工芸繊維大学   ・兵庫教育大学 

  ・神戸大学       ・鳥取大学       ・岡山大学 

  ・愛媛大学       ・高知大学       ・九州大学 

  ・長崎大学       ・宮崎大学       ・鹿児島大学 

  ・鹿屋体育大学 

【私立大学】 

  ・大妻女子大学 

 

 

○平成 26 年度実施大学機関別選択評価の評価結果について 

 当機構では、平成 26 年度に実施した大学機関別選択評価の評価結果を評価報告書として取りまとめ、

当該対象大学へ通知しました。 

今回、選択評価を実施した大学の評価結果は、次のとおりとなりました。 

 

＜評価結果＞ 

○選択評価事項Ａ「研究活動の状況」（１大学） 

【国立大学】 

・神戸大学  目的の達成状況が良好である 

 

○選択評価事項Ｂ「地域貢献活動の状況」（４大学） 

【国立大学】 

  ・福島大学     目的の達成状況が良好である 

  ・愛知教育大学   目的の達成状況が良好である 

  ・三重大学     目的の達成状況が良好である 

  ・京都工芸繊維大学 目的の達成状況が良好である 

 

 

http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/daigaku/hyouka/h_26/index.html
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高等専門学校機関別認証評価について 

 

○平成 26 年度実施高等専門学校機関別認証評価の評価結果について 

 当機構では、平成 26 年度に実施した高等専門学校機関別認証評価の評価結果を評価報告書として取

りまとめ、当該対象高等専門学校へ通知するとともに、文部科学大臣に報告しました。 

今回、認証評価を実施したすべての高等専門学校が、当機構の定める高等専門学校機関別認証評価基

準を満たしているとの評価結果となりました。 

なお、対象高等専門学校ごとの評価結果については、全体を通じての概要等を加え「平成 26 年度高

等専門学校機関別認証評価実施結果報告」として当機構のウェブサイト 

http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/kousen/hyouka/h_26/index.html 

に掲載するなど、広く社会に公表しています。  

 

 ＜対象高等専門学校＞ 

【国立高等専門学校】 

・函館工業高等専門学校   ・苫小牧工業高等専門学校   ・秋田工業高等専門学校 

・福島工業高等専門学校   ・小山工業高等専門学校    ・群馬工業高等専門学校 

・長岡工業高等専門学校   ・石川工業高等専門学校    ・豊田工業高等専門学校 

・米子工業高等専門学校   ・津山工業高等専門学校    ・大島商船高等専門学校 

・新居浜工業高等専門学校  ・大分工業高等専門学校     

【私立高等専門学校】 

   ・近畿大学工業高等専門学校 

 

 

○平成 26 年度実施選択的評価事項に係る評価の評価結果について 

 当機構では、平成 26 年度に実施した選択的評価事項に係る評価の評価結果を評価報告書として取り

まとめ、当該対象高等専門学校及びその設置者へ提供しました。 

 選択的評価事項に係る評価は、認証評価を実施した高等専門学校のうち、希望のあった高等専門学校

について実施し、当該事項に関わる対象高等専門学校の有する目的の達成状況について評価しました。 

 

＜評価結果＞ 

○選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」（15 高等専門学校） 

【国立高等専門学校】 

・函館工業高等専門学校   目的の達成状況がおおむね良好である 

・苫小牧工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・秋田工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・福島工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・小山工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・群馬工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・長岡工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・石川工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・豊田工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・米子工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・津山工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・大島商船高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・新居浜工業高等専門学校   目的の達成状況が非常に優れている 

・大分工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

【私立高等専門学校】 

・近畿大学工業高等専門学校 目的の達成状況が良好である 

 

http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/kousen/hyouka/h_26/index.html
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○選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」（15 高等専門学校） 

【国立高等専門学校】 

・函館工業高等専門学校   目的の達成状況が非常に優れている 

・苫小牧工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・秋田工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・福島工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・小山工業高等専門学校   目的の達成状況が非常に優れている 

・群馬工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・長岡工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・石川工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・豊田工業高等専門学校   目的の達成状況が非常に優れている 

・米子工業高等専門学校   目的の達成状況が非常に優れている 

・津山工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・大島商船高等専門学校   目的の達成状況が非常に優れている 

・新居浜工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

・大分工業高等専門学校   目的の達成状況が良好である 

【私立高等専門学校】 

・近畿大学工業高等専門学校 目的の達成状況が良好である 

 

※評価結果の表記について 

評価結果 判断の際の考え方 

目的の達成状況が非常に優

れている 

観点ごとの分析において、取組状況や活動状況が非常に優れており、

目的に照らして全体の達成状況が非常に優れていると判断される場合

目的の達成状況が良好であ

る 

観点ごとの分析において、取組状況や活動状況が優れており、目的に

照らして全体の達成状況が良好であると判断される場合 

目的の達成状況がおおむね

良好である 

観点ごとの分析において、取組状況や活動状況に改善すべきところは

あるが、目的に照らして全体の達成状況がおおむね良好であると判断

される場合 

目的の達成状況が不十分で

ある 

観点ごとの分析において、取組状況や活動状況に問題があり、目的に

照らして全体の達成状況が不十分であると判断される場合 

 

なお、対象高等専門学校ごとの評価結果については、全体を通じての概要等を加え「平成 26 年度選

択的評価事項に係る評価実施結果報告」として当機構のウェブサイト 

http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/kousen/hyouka/h_26/index.html 

に掲載するなど、広く社会に公表しています。 

 

 

法科大学院認証評価について 

 

○平成 26 年度実施法科大学院認証評価の評価結果について 

 当機構では、平成 26 年度に実施した法科大学院認証評価（本評価）の評価結果を評価報告書として

取りまとめ、当該法科大学院を置く大学及びその設置者へ通知するとともに、文部科学大臣に報告しま

した。   

なお、対象法科大学院ごとの評価結果（本評価）については、全体を通じての概要等を加え「平成 26

年度法科大学院認証評価実施結果報告」として当機構のウェブサイト 

http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/houka/hyouka/h_26/index.html 

に掲載するなど、広く社会に公表しています。 

 

今回、認証評価（本評価）を実施した３法科大学院のうち、１法科大学院が評価基準に適合しており、 

http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/kousen/hyouka/h_26/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/houka/hyouka/h_26/index.html
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２法科大学院が適合していないとの評価結果となりました。 

＜対象法科大学院＞ 

【国立大学】 

・筑波大学大学院ビジネス科学研究科法曹専攻 

・信州大学大学院法曹法務研究科法曹法務専攻 ※ 

・静岡大学大学院法務研究科法務専攻 ※ 

    （※は、評価基準に適合していないとする評価結果になった法科大学院） 
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学位授与事業 

 

機構認定の教育施設（各省庁大学校）の課程修了者への学位授与関係 

 

■機構認定の教育施設（各省庁大学校）の課程修了者への学位授与 

 

○1,016 人に学士の学位を授与 －学部相当の課程修了者－ 

 大学の学部に相当する教育を行う課程として認定した課程の平成 27 年３月修了者から学士の学位授

与の申請があり、学位審査会における審査の結果、1,016 人の申請者全員に学士の学位を授与しました。 

 

 

＜学士の学位授与申請者数及び取得者数＞ 

認定課程名 専攻分野 申請者数及び取得者数（人） 

防衛大学校本科 

理        学

工        学

社  会  科  学

人  文  科  学

49 

339 

72 

32 

     計 492 

防衛医科大学校医学教育部医学科 医        学 79 

独立行政法人水産大学校本科 水    産    学 186 

海上保安大学校本科 海  上  保  安 32 

気象大学校大学部 理        学 16 

職業能力開発総合大学校長期課程 工        学 120 

国立看護大学校看護学部看護学科 看    護    学 91 

合        計 1,016 
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○35 人に修士の学位を授与 －大学院修士課程相当の課程修了者－ 

 平成 27 年３月に防衛大学校理工学研究科前期課程、同校総合安全保障研究科前期課程、独立行政法

人水産大学校水産学研究科、国立看護大学校研究課程部看護学研究科を修了する見込みの修士の学位授

与申請者に対して、社会科学、看護学・保健衛生学・鍼灸学、工学・芸術工学、水産学の各専門委員会

において、論文審査及び口頭試問が行われました。 

この審査結果に基づき、３月 13 日（金）開催の学位審査会において最終審査が行われ、35 人に対し

て学位を授与することを決定しました。 

 

 

＜修士の学位取得者数＞ 

認定課程名 専攻分野 取得者数（人） 

防衛大学校理工学研究科前期課程 

理         学 3 

工        学 9 

計 12 

防衛大学校総合安全保障研究科前期課程 安 全 保 障 学 15 

独立行政法人水産大学校水産学研究科 水    産    学 1 

国立看護大学校研究課程部看護学研究科 看    護    学 7 

合        計 35 
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機構の窓 

 

○会議の開催状況 

・大学機関別認証評価委員会 

第３回 平成 27 年３月４日（水）～ 平成 27 年３月９日（月） 

※書面審議により開催 

議事 

（１） 評価結果について 

（２） 専門委員の選考について（平成２７年度実施分） 

（３） 大学機関別認証評価自己評価実施要項（平成２８年度実施分）等について 

 

・高等専門学校機関別認証評価委員会 

第３回 平成 27 年３月３日（火）～ 平成 27 年３月 10 日（火） 

※書面審議により開催 

議事 

（１） 評価結果について 

（２） 専門委員の選考について 

（３） 自己評価実施要項（平成２８年度実施分）等について 

（４） 高等専門学校機関別認証評価検討ワーキンググループについて 

 

・学位審査会 

第５回  平成27年３月13日（金） １５時００分～１７時００分 

議事 

         （１）認定課程修了者に係る学士の学位授与について            

①平成27年２月修了者 

②平成27年３月修了者 

（２）認定課程修了見込者に係る修士の学位授与の審査について 

（３）平成26年度認定専攻科に係る教育の実施状況等の審査について 

（４）その他  



- 13 - 

・法科大学院認証評価委員会 

第４回 平成 27 年３月 18 日（水） 

議事 

（１） 評価結果について 

（２） 教育課程又は教員組織に係る重要な変更及び対応状況報告書の調査結果に対する評

価結果への付記事項について 

（３） 専門委員の選考について 

（４） 運営連絡会議の編成について 

（５） その他 

 

・国立大学教育研究評価委員会 

第40回 平成27年３月30日（月） 13時30分～15時30分 

議事 

（１）国立大学教育研究評価委員会専門委員候補者の選出について 

（２）第２期中期目標期間の教育研究の状況についての評価に関するＱ＆Ａについて 

（３）学系別の参考例について 

（４）今後のスケジュールについて 

（５）その他 
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主要行事日程 

 

○ Schedule 

４月 

日 行事名 担当課 関連ページ

１日～７日 
平成 27 年度 4 月期 

学位授与郵送申請受付期間  
学位審査課 関連ページ 

２１日 
平成 27 年度認証評価機関連絡協議会評価担当

職員研修 
評価企画課 

 

 

５月 

日 行事名 担当課 関連ページ

１５日 学位審査会（平成 2７年度第１回） 学位審査課 関連ページ 

 

６月 

日 行事名 担当課 関連ページ

７日 大学評価・学位授与機構試験 

（東京・大阪） 

学位審査課 関連ページ 

 

http://www.niad.ac.jp/n_gakui/information/1264701_1358.html
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/gakui/shinsa/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_gakui/information/1264701_1358.html



